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巻 頭 言 
 
阪神淡路大震災から 10年を迎えようとしている．本報告書は平成 15年 1月に実施した

生活復興調査の結果をまとめたものである．本調査は，わが国の防災においては，これま

で考えられてこなかった生活再建過程を中心に，巨大な都市災害から立ち直ろうと努力し

てきた被災地の人々の努力を科学的に調査し，次の災害に備えることを目的としたもので

ある．兵庫県は，震災復興に関する科学的な調査を継続的に実施することの重要性を認識

し，平成 11年以来隔年で調査を実施してきた．第 1回は，平成 11年 2月に，財団法人阪
神・淡路大震災記念協会からの委託を受け，「震災後の居住地の変化とくらしの実情に関す

る調査」として実施した．第 2回は兵庫県阪神・淡路大震災復興本部総括部復興企画課か
らの委託事業として平成 13 年 1 月に実施した．そして，今回の調査が 3 回目となる．調
査の企画・実施は，京都大学防災研究所巨大災害研究センターが担当した． 
 
まったく同じ災害は二度とおきることはないだろう．しかし，阪神淡路大震災からの生

活復興にかかる被災地の人々の経験や教訓は次の災害場面でも，また別な形で発現するは

ずである． 
前回までの調査では，調査時点で被災地の人々がいだく生活復興感を科学的に測定する

ことに主眼をおき，その規定因として「すまい」「つながり」「まち」「そなえ」「こころと

からだ」「くらしむき」「行政とのかかわり」という生活再建の 7要素のかかわりについて
分析した．今回の調査ではこれまでの調査を継続し平成 13年から 15年にかけての変化を
追跡するとともに，新たに生活復興の基底になる生活再建過程について検討を行った． 
 
 本調査の実施にあたっては，調査設計から最終報告書の作成までの全過程を，同志社大

学文学部立木茂雄教授，奈良女子大学大学院人間文化研究科野田隆教授，京都大学防災研

究所矢守克也助教授，名古屋大学災害対策室木村玲欧助手，京都大学防災研究所巨大災害

研究センター田村圭子研究員からなるチームを編成し活動してきた．調査の実査は今回も

ハイパーリサーチ株式会社の浦田康幸さんに全面的にご協力いただいた．  
 
 震災 10周年の平成 17年 1月には，次回調査にも再度調査に応じることをご快諾いただ
いた回答者に新たな回答者を加えて，最後となる第 4回の調査を実施する予定である． 
こうした地道な努力の積み重ねが，今後の復興対策の一助となることを切に願う． 

 
 

平成１６年３月 
京都大学防災研究所 教授 

林 春男 
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